
 保護者や地域への理解を礎に、教員の働き方改革を子どもの成長に結びつける  
校長 吉川文章 

令和元年度第６１回運動会の開催に際しては、各学年の道具や衣装などで多くのご理解ご協力

をいただきました。PTAの皆さま、おやじの会の皆さまには、受付や接待、パトロールや禁煙対
策、用具準備などの補助、片付け作業に至るまで、全面的なご支援をしていただいております。

子供たちが意欲をもち令和最初の大きな学校行事を迎えられることに感謝申し上げます。当日は、

多くの皆さまのご参観、子供たちの演技や競技をする姿へのご声援をよろしくお願いいたします。 
 
さて、「学校の電話機に応答メッセージ機能を勤務時間外に付加する」ことについては、PTA総

会の折や 5月 24日付のお便りなどでお伝えをし、３０日に練馬区教育委員会から教育長名の通知
を配付した所です。 
保護者や地域の方々の中には、「学校と保護者、地域との距離が離れてしまうのではないか」「仕

事をしていて夕方以降でなければ時間が取れない」「緊急な連絡はどうしたらよいのか」など多く

の疑問や不安をおもちの方もいらっしゃることと思います。 
今回の取り組みは、政府の働き方改革関連法案成立に始まり、文部科学省、中央教育審議会答

申を経て策定された「練馬区立学校働き方改革推進プラン」に基づく取り組みです。つまり、社

会の流れに従い区内全ての公立学校において実施される動きになります。中央教育審議会からは、

「小学校の専科教員制度」「変形労働時間の導入」など他の施策が答申などで多く示されています。

今回の導入はこれから行われる取り組みの一つに過ぎません。学校の働き方改革は、様々な形で

「待ったなし」で今後もさらに進んでいくことが「火を見るより明らか」です。 
保護者や地域の皆さまには、どうぞこのことについてご理解ご協力をお願いいたします。変え

たことに慣れ、定着するまでには苦労が伴います。時間もかかります。保護者の方々自身の考え

や発想の転換をお願いすることも出てくることでしょう。 
「教員の働き方改革」の一番の目的は、「勤務時間外での電話対応が縮減されることで

生まれる時間を、我々教師の本分である授業作りや学級作りに費やすことができる」です。 
最終的には、子供たちの成長に結びつくことと確信をしています。この取り組みのデメリッ

トを論じていても、前進はありません。どのようにしたら学校も保護者にも負担がなく定着

していくのかを建設的に考えて手を携えていきましょう。 
すでにこの取り組みを実施している区市も少なくありません。それぞれの区市では、この取り

組みにより、教員への負担軽減が図られ、教材研究への時間が確保できたなどの成果が報告

されていると聞きます。前述の不安な声に対しては、以下のような対応や発想の転換、工夫で対

応が図られると考えます。 
このシステムが定着している他区市での取り組みです 

【緊急時、人命に関することは、「１１９番」 事故や安否に関することは、「１１０番」へ連絡する】 
 【連絡を取りたいことがあっても勤務時間を過ぎたら次の日の朝の勤務開始後にするか、勤務

時間内に連絡をする】 
 【夜間以外で時間が取りにくい家庭は、連絡帳を有効に活用する、勤務先で連絡時間を確保す

るなどの工夫をする】 
練馬区も同様の対応となります。いずれも、新しい対応なので「定着するまで」時間がかかる

と思いますが、少しずつ慣れていくことが必要です。 
 
この取り組みについては、随時発信をしてまいります。ご理解をお願いいたします。 

ともに手を携えながら、働き方改革を前向きに進めていきましょう。 

  令和 元年５月３１日 
練馬区立北町西小学校 
校 長  吉川 文章 
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セーフティ教室 
      生活指導主任  

５月７日火曜日に光が丘警察の方をお迎え

して「セーフティ教室」が行われました。１・

２・３年生は、万引き防止について、先生、警

察の方を交えてロールプレイを実施し、「絶対

にやってはいけないこと」を学びました。また

高学年では、ネット依存やSNSでのトラブルに

ついてのDVDを観て、犯罪被害に遭わないため

のお話をしていただきました。 

ご家庭でも、再度、お子さんと一緒に放課後

の過ごし方等を確認してください。保護者会に

て配布しましたSNS北西ルールを今一度ご確認

下さい。今年度より東京都教育委員会より SNS

東京ルールが改訂されました。特に、フィルタ

リングの設定については、「東京都青少年の健

全な育成に関する条例」において、保護者の責

務として、子どもたちがインターネットを適切

に利用できるよう、フィルタリング利用に努め

なければならないと規定されています。北西小

でも道徳授業や学級活動を活用し、インターネ

ットやスマートフォンのメリットを押さえつ

つ、正しい活用法について指導してまいりま

す。 

 

 
委員会・クラブ活動 

特別活動部   

委員会活動では 5，6年生全員と 4年生代表

委員が8つの委員会に所属し、学校をよりよく

していくために校内の奉仕活動を分担して行

っています。 

代表委員会 放送委員会 体育委員会 集会委員会 

図書委員会 音楽委員会 環境委員会 保健・給食委員会 

 

クラブ活動では4、5、6年生全員が興味・関

心に応じた8つのクラブに所属し、児童が中心

となって企画し、楽しく活動しています。 

理科 パソコン ものづくり 

テニス ダンス 室内スポーツ 

室内遊び 屋外球技 

 

委員長、クラブ長が中心となってリーダーシ

ップを発揮し、協力して活動しています。高学

年の子供たちの成長、活躍ぶりがとても楽しみ

です。 

 
   

水泳指導について 
     体育部水泳担当  

 子供たちが待ちに待っていた水泳指導が近

づいてきました。毎年、プールから元気で楽し

そうな子供の声が聞こえてくると、いよいよ夏

が来たなと感じます。 
今年度は６月１８日（月）にプール開き朝会

を行い、水泳指導がスタートします。 
 水泳指導の目標は、大きく２つあります。 
１つ目は、水に親しみ、水泳の技能を高め、

泳力を伸ばすことです。２つ目は、安全に留意

し、健康増進や体力向上を図ることです。 
この２つの目標に向かって、安全確保を最優

先に考え、その上で、児童一人一人に応じたき

め細やかな指導を心掛け、どの子にも水泳の楽

しさや、泳げることの喜びを体験させていきた

いと考えています。 
今年度は、学年毎での水泳指導ではなく、指

導する教員を増やし、安全確保、十分な指導を

行うために低学年、中学年、５年生、６年生の

区分で水泳指導を行っていきます。 
 

 
たてわり活動 

特別活動部主任  
たてわり班活動の時間は、各学年が１３の班

に分かれ、１～６年生のグループ活動をするた

めに設けられています。異学年での集団活動を

通して、望ましい人間関係を育てるためです。 

  

毎月のたてわり遊びでは、班長を中心に遊び

の企画をし、楽しい時間を過ごしています。ま

た、年度末には、交流給食を行います。これは、

お世話になった６年生に感謝の気持ちを込め

て５年生が中心となって企画し、６年生を招待

して食事やゲームを楽しむものです。 

 

６年生は年下の児童とのかかわりの中でリ

ーダー性を身に付け、５年生までの児童は、素

敵な先輩の姿を見て成長していってほしいと

願っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別支援教育コーナー 

主幹養護教諭  
 新学期が始まって２ヶ月がたちました。新しい教室、新しい先生や友達…。１つ学年が上がり、

緊張や不安の中、一人一人がんばってきたことと思います。すぐに新しい環境に慣れる子もいれば、

時間がかかる子もいます。「初めてのことにとてもドキドキする。」「片付けや準備にはみんなより

時間をかけたい。」「周りの雰囲気によって集中しにくいときがある。」…得意なことや苦手なこと

はみんな一人一人違うのですが、子供によって苦手や困り感のため前に進めず、がんばりたいのに

力が発揮できない場合があります。 
 そんな一人一人の「困ったな」に寄り添い、「どうして困っているのか」「どうすれば解決できる

か」を考え、「困っていたけど、こうすれば大丈夫！」に変えていくのが「特別支援教育」の考え

方です。 
学校では担任の先生以外にも、スクールカウンセラー、心のふれあい相談員、学校生活支援員、

ことばの教室の先生、ティーチングアシスタントの学生さんなど、たくさんの先生が連携し、お子

さんをサポートしていける体制をつくっています。 
お子さんの様子で気になることや心配なことがありましたら、小さなことでもかまいません。「こ

んなこと…」と思わず、いつでもお声かけください。 
子供たち一人一人が、不安に思うことなく「学校って楽しいな」と思えるように、寄り添ってい

きたいと考えております。 
 

音読の効果 

国語主任  
 

 何故、国語の授業で音読をするのでしょうか。昔は、本を読むことは「音読」だったそうです。それ

が印刷技術が進んだことで、多くの人に本や印刷物が行き渡るようになり、音読から黙読に転換してい

ったのだそうです。ついつい、私達は黙読をしがちです。しかし、「音読すること」にはよいことがあ 

るようです。その一部を紹介します。 

 

・ 国語力や独創力とかかわる脳の場所が、音読によって特に活性化するという脳科学の知見がある。 

（感情の抑制や、記憶力を高める など） 

・ 言葉が耳に届き、語彙や漢字の読みを覚えたり、文章の内容を確実に理解したりできる。 

・ 声を出して読むことで、「読むことの楽しさ」が実感できる。 

・ 日本語の美しい表現やリズムを、身に付けることができるようになる。 

・ 舌や口周りの筋肉が使われて、滑舌がよくなる。 

・ 話をする時、スムーズに言葉が出てくるようになり、コミュニケーション能力が高まる。 

  

授業の始まりや授業中に、音読をすることは日常的に行われています。毎日、音読の宿題が出ている

学年もあるかと思います。音読を通して、これからも言葉を大切にしていける、北西の子供たちになっ

てもらいたいと思います。 



  
 
 
 
 
 
 

１日 土 運動会  

２日 日 運動会予備日 

３日 月 振替休日 

４日 火 短縮時程 安全指導 歯磨き指導（５年）  

５日 水 やごとり（３年） 

６日 木 体力テスト体育朝会(全学年) 手洗い教室（２年）  

７日 金 色覚検査（４年希望者）  委員会 

８日 土 学校公開(１、２時間目公開) 防災訓練 

１０日 月 たてわり遊び 

１１日 火 心の劇場（６年給食あり） 

１２日 水 学習補充 体力テスト１日目  

１３日 木 体力テスト２日目  

１４日 金 体力テスト予備 連絡簿配布 図書館見学（３年） クラブ 

１７日 月 開校記念日休日 

１８日 火 プール開き全校朝会 読書旬開始  

１９日 水 午前授業(教育会全体研究会のため) お話の会（１，２年） 

２０日 木 ３年遠足 

２１日 金 
短縮時程午前授業（校区別協議会のため）移動教室前健診（６年） 

※６年生下校時刻は、学年だよりをご覧ください。 

２４日 月 ６年下田移動教室① ふれあい環境学習 

２５日 火 ６年下田移動教室② 本の探検ラリー(４年) 

２６日 水 ６年下田移動教室③ 学習補充  

２７日 木 ６年下田移動教室④ 

２８日 金 体力テスト予備 読書旬間終 情報モラル教室（５年） 委員会 

６月の行事予定 

学級連絡簿について 
 以前別紙にてお知らせをしました通り、今年度より学級連絡網という形ではなく、連絡先を一
覧にしたリスト（連絡簿）を作成して配布いたします。配布予定は6月14日です。個人情報保護

ファイルに入れて配布します。電話の近くに置かないなど、管理をお願いいたします。 

６月６日（木） １３日（木） ２０日（木） ２７日（木） 
※詳細は副校長にお問い合わせください。TEL ３９３２－７２３４ 

〈スクールカウンセラー 来校予定〉 


